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【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】平成20年3月31日(2008.3.31)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　中継器システムの発振を検出するための方法であって、
　前記中継器における無線通信装置回路で、無線信号を送信すること及び無線信号を受信
することのうちの少なくとも１つを実行し、
　前記中継器システムが発振しているかを決定するために前記無線通信装置回路で前記無
線信号を使用すること
　を含む方法。
【請求項２】
前記無線通信装置回路で前記無線信号を使用することは、
　前記無線通信装置回路から基地局への呼を確立することと、
　前記呼を確立することができない場合、発振を決定すること
　を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記無線通信装置回路で前記無線信号を使用することは、
　前記基地局からの信号品質を測定するために前記無線通信装置回路を使用することと、
　前記信号品質が一定の基準を満たす場合、発振を決定すること
　を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　発振を決定することは、
　前記信号品質が一定のレベル未満に下がる場合、発振を決定すること
　を含む、請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　発振を決定することは、
　前記信号品質が、前記中継器が使用される前に存在したレベルから下がる場合、発振を
決定すること
　を含む、請求項３に記載の方法。
【請求項６】
　前記無線通信装置回路で前記無線信号を使用することは、
　前記信号品質を測定するために信号対雑音値を得ること
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　を含む、請求項３に記載の方法。
【請求項７】
　前記無線通信装置回路で前記無線信号を使用することは、
　少なくとも一の開ループ出力制御パラメータを推定するために、前記無線通信装置回路
を使用することと、
　前記推定された開ループ出力制御パラメータを使用して、前記無線通信装置回路から基
地局への通信リンクを確立することと、
　前記基地局から少なくとも一の閉ループ出力制御命令を受信することと、
　前記閉ループ出力制御命令が一定の量よりも大きい場合、発振を決定すること
　を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記無線通信装置回路で前記無線信号を使用することは、少なくとも、前記呼を完成さ
せるために必要な送信出力を推定することを含み、閉ループ出力制御命令を受信すること
は、少なくとも出力調整情報を受信することを含み、発振を決定することは、前記出力調
整情報が一定の量よりも大きい場合、発振を決定することを含む、請求項７に記載の方法
。
【請求項９】
　前記中継器システムが発振している場合、中継器の利得を減少させること
　を更に含む、請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　中継器システムの発振を検出するための装置であって、
　前記中継器に組み込まれた無線通信装置回路と、
　前記中継器システムが発振しているかを決定するために前記無線通信装置回路を使用す
るための手段
　を備える装置。
【請求項１１】
　前記無線通信装置回路を使用するための手段は、
　前記無線通信装置回路から基地局への呼を確立するための手段と、
　前記呼を確立することができない場合、発振を決定するための手段
を備える、請求項１０に記載の装置。
【請求項１２】
　前記無線通信装置回路を使用するための手段は、
　前記基地局からの信号品質を測定するために前記無線通信装置回路を使用するための手
段と、
　前記信号品質が一定の基準を満たす場合、発振を決定するための手段
を備える、請求項１０に記載の装置。
【請求項１３】
　発振を決定するための手段は、前記信号品質が一定のレベル未満に下がる場合、発振を
決定することを含む、請求項１２に記載の装置。
【請求項１４】
　発振を決定するための手段は、前記信号品質が、前記中継器が使用される前に存在した
レベルから下がる場合、発振を決定することを含む、請求項１２に記載の装置。
【請求項１５】
　前記無線通信装置回路を使用するための手段は、
　前記信号品質を測定するために信号対雑音値を得るための手段
　を備える、請求項１２に記載の装置。
【請求項１６】
　前記無線通信装置回路を使用するための手段は、
　少なくとも一の開ループ出力制御パラメータを推定するために前記無線通信装置回路を
使用するための手段と、
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　前記推定された開ループ出力制御パラメータを使用して前記無線通信装置回路から基地
局への通信リンクを確立するための手段と、
　少なくとも一の閉ループ出力制御命令を前記基地局から受信するための手段と、
　前記閉ループ出力制御命令が一定の量よりも大きい場合、発振を決定するための手段
　を備える、請求項１０に記載の装置。
【請求項１７】
　前記無線通信装置回路を使用するための手段は、少なくとも、前記呼を完成させるため
に必要な送信出力を推定することを備え、閉ループ出力制御命令を受信するための手段は
、少なくとも出力調整情報を受信するための手段を備え、発振を決定するための手段は、
前記出力調整情報が一定の量よりも大きい場合、発振を決定することを備える、請求項１
６に記載の装置。
【請求項１８】
　前記中継器システムが発振している場合、中継器の利得を減少させるための手段
　を更に備える、請求項１０に記載の装置。
【請求項１９】
　中継器システムの発振を検出するための装置であって、
　前記中継器システムが発振しているかを検出するために、無線信号を送信すること及び
無線信号を受信することのうちの少なくとも１つを実行するように構成される無線通信装
置（ＷＣＤ）と、
　前記ＷＣＤに結合され、前記中継器システムが発振している場合、前記中継器システム
の利得を減少させるように構成されるプロセッサ
　を備える装置。
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